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は
じ
め
に

　

青
森
県
深
浦
町
春
光
山
円
覚
寺
（
真
言
宗
醍
醐
派
）
薬
師
堂）

1
（

内
の
厨
子
の
外
面
に

は
、
お
び
た
だ
し
い
数
の
墨
書
が
残
っ
て
い
る
こ
と
が
早
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
。

ま
た
円
覚
寺
内
の
諸
堂
に
も
や
は
り
お
び
た
だ
し
い
数
の
落
書
が
存
在
し
て
い
る
。

厨
子
に
つ
い
て
は
、
落
書
の
墨
が
ほ
と
ん
ど
飛
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

具
体
的
な
釈
読
は
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
諸
堂
の
落
書
の
墨
書
に
つ
い
て
は
、

幕
末
か
ら
明
治
期
以
後
に
書
か
れ
た
比
較
的
鮮
明
な
状
態
で
残
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
円
覚
寺
の
海
浦
由
羽
子
氏
に
よ
っ
て
手
帳
に
丁
寧
に
書
写
さ
れ
、
整
理
さ
れ
て

き
た
。

　

こ
の
円
覚
寺
は
、
東
北
地
方
で
よ
く
見
ら
れ
る
、
大
同
二
年
、
坂
上
田
村
麻
呂
建

立
と
さ
れ
る
古
刹
で
（『
津
軽
一
統
志
』
首
巻
）
2
（

）、
古
く
か
ら
「
澗
口
観
音
」
と
し
て
信

仰
を
集
め
て
き
た）

3
（

。
ま
た
当
寺
に
は
、
堂
宇
造
立
棟
札
（
康
永
三
年
六
月
日
銘
、
永
正

二
年
十
二
月
十
七
日
銘
）
や
鰐
口
（
至
徳
三
年
六
月
二
十
四
日
銘
）、
懸
仏
（
文
明
十
九
年

六
月
吉
日
銘
）
と
い
っ
た
中
世
の
同
時
代
資
料）

4
（

が
存
在
す
る
こ
と
も
古
く
か
ら
知
ら

れ
て
お
り
、
青
森
県
史
編
さ
ん
中
世
部
会
に
よ
る
詳
細
な
資
料
調
査
も
な
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
際
に
、
当
該
厨
子
の
落
書
に
も
気
付
い
て
い
た
よ
う
で
、
赤
外
線
撮
影
お

よ
び
斜
光
撮
影
が
な
さ
れ
て
い
た）

5
（

。
ま
た
当
寺
所
蔵
の
鎌
倉
期
に
ま
で
遡
る
貴
重
な

聖
教
類
の
存
在
も
認
識
し
て
い
て
、
や
は
り
写
真
撮
影
が
な
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
い

ず
れ
も
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、『
青
森
県
史
』
資
料
編
中
世
に
採
用
さ
れ
る
こ
と

は
な
か
っ
た
の
で
、
結
局
、
厨
子
落
書
に
つ
い
て
は
学
界
に
紹
介
さ
れ
な
い
ま
ま
残

さ
れ
て
い
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
墨
書
の
墨
は
飛
ん
で
は
い
る
も
の
の
、
あ
る
程
度
肉
眼
で
釈
読
で

き
る
場
所
も
あ
る
。
古
代
以
来
、
牓
示
札
な
ど
の
出
土
遺
物
で
は
、
同
様
に
墨
が
飛

ん
で
し
ま
っ
て
い
て
も
、
墨
書
部
分
が
墨
の
防
腐
作
用
に
よ
り
腐
食
せ
ず
に
浮
き
上

が
る
の
で
、
肉
眼
で
も
あ
る
程
度
は
読
め
る
例
が
あ
る
。
本
稿
共
同
執
筆
者
ら
は
、

そ
こ
に
記
さ
れ
た
い
く
つ
か
の
紀
年
銘
か
ら
、
こ
れ
ら
の
落
書
が
、
円
覚
寺
内
諸
堂

に
残
さ
れ
た
幕
末
維
新
期
以
後
の
近
代
の
落
書
と
は
異
な
り
、
中
世
末
期
―
近
世
初

期
（
一
六
世
紀
前
半
―
一
七
世
紀
初
頭
）
に
ま
で
遡
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
早
く
か
ら

認
識
し
て
い
た
の
で
、
当
寺
の
海
浦
由
羽
子
氏
も
そ
の
全
体
の
早
期
の
釈
読
を
熱
望

す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
た
。

　

そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
各
地
で
、
寺
院
の
落
書
の
存
在
に
つ
い
て
の
報
告
が

〔
資
料
紹
介
〕

深
浦
町
・
春
光
山
円
覚
寺
薬
師
堂
内
厨
子
（
国
指
定
重
要
文
化
財
）
に
記
さ
れ
た

小
口
雅
史
・
三
上
喜
孝
・
武
井
紀
子
・
福
井
敏
隆
・
瀧
本
壽
史

中
世
末
期 

― 

近
世
初
期
の
落
書
を
め
ぐ
っ
て
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マ
ス
コ
ミ
で
も
相
次
い
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
た
と
え
ば
、
岐
阜
県

御
嵩
町
の
願
興
寺
で
、
国
指
定
重
要
文
化
財
願
興
寺
本
堂
修
理
中
に
、
仏
壇
背
面
の

壁
の
一
六
世
紀
後
半
の
落
書
発
見
に
つ
い
て
の
報
道
が
あ
り）

6
（

、
数
ヶ
月
後
に
は
、
や

は
り
国
指
定
重
要
文
化
財
の
八
戸
市
清
水
寺
観
音
堂
で
保
管
さ
れ
て
い
た
板
木
に
天

正
十
五
年
の
落
書
が
あ
る
こ
と
が
報
道
さ
れ）

7
（

、
当
時
、
日
本
最
北
の
落
書
と
し
て
注

目
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

そ
こ
で
私
た
ち
も
本
格
的
に
深
浦
円
覚
寺
薬
師
堂
内
厨
子
の
落
書
釈
読
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
た
。
幸
い
、
二
〇
二
三
年
に
、
日
本
女
子
大
学
藤
井
雅
子
氏
を
研
究
代

表
者
と
す
る
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
科
学
研
究
費
補
助
金
）「
日

本
海
交
易
と
宗
教
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
見
た
歴
史
的
幹
線
の
再
発
見
」（
基
盤
研
究

（
Ｂ
））
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
（
研
究
分
担
者
：
小
口
雅
史
・
武
井
紀
子
）、
そ

の
資
金
を
元
に
研
究
を
進
め
る
こ
と
も
可
能
と
な
っ
た）

8
（

。
釈
読
会
メ
ン
バ
ー
と
し
て

は
、
小
口
・
武
井
に
加
え
て
、
こ
う
し
た
落
書
研
究
に
早
く
か
ら
取
り
組
ん
で
い
た

旧
知
の
三
上
喜
孝）

9
（

を
科
学
研
究
費
補
助
金
で
招
聘
し
、
地
元
の
近
世
史
研
究
者
で
あ

る
福
井
敏
隆
・
瀧
本
壽
史
に
も
参
加
を
求
め
、
研
究
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
最
初
は
青
森
県
史
編
さ
ん
グ
ル
ー
プ
や
横
浜
市
歴
博
撮
影
の
写
真
を
元
に
三
上

を
中
心
に
釈
読
を
進
め
、
他
の
メ
ン
バ
ー
と
は
電
子
メ
ー
ル
を
利
用
し
て
意
見
交
換

を
し
な
が
ら
作
業
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
二
〇
二
四
年
二
月
に
は
、
弘
前
大
学
を
会
場

に
、
メ
ン
バ
ー
全
員
が
集
ま
っ
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
既
存
の
写
真
を
大
画
面
で

投
影
し
な
が
ら
共
有
し
て
釈
読
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
回
報
告
す
る
釈
読
文

は
（
一
部
そ
の
後
の
現
地
調
査
の
成
果
を
若
干
取
り
入
れ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
が
）、
基
本
的

に
こ
の
時
の
成
果
を
踏
ま
え
て
の
も
の
で
あ
る
。
調
査
・
研
究
は
完
了
し
た
わ
け
で

は
な
い
が
、
円
覚
寺
関
係
者
を
は
じ
め
と
し
た
地
元
の
期
待
と
そ
の
重
要
性
に
鑑
み

て
、
こ
れ
ま
で
に
判
明
し
た
事
実
等
に
つ
い
て
本
稿
で
紹
介
し
て
み
た
い
。
本
稿
に

よ
っ
て
当
落
書
が
広
く
江
湖
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
今
後
の
研
究
進
展
に
つ
い
て

様
々
な
助
言
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

一　

落
書
釈
文
案

　

最
初
に
未
定
稿
で
は
あ
る
が
、
現
時
点
で
の
釈
読
結
果
を
、
重
要
文
化
財
指
定
時

作
成
の
保
存
図
（
実
測
図
）
10
（

）
に
、
落
書
存
在
位
置
を
図
中
の
番
号
で
示
し
な
が
ら
、

以
下
に
掲
げ
て
お
く
こ
と
と
す
る
。

　

 【
右
側
面
】

①
〔
右
側
面
3
正
面
側
〕

        

  

□
り

し
時
我
□
□ 

風
  

り
□
□
候
也

西
村
之
三
二
郎

□
□
□
新
二
郎

同　

新
五
郎
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家

内
四
郎
三
郎

久
（
花
押
）

天
文
七
年

　

□
月
吉
日

②
〔
右
側
面
4
〕

上
京
衆

ま
と
や
□  

□

道
厳
三
郎

中
川
小
三
郎

河
辺
新
四
郎

木
辺
三
太
郎

中
村
□
左

同
□
二
郎

此
人
数
松

よ
り
駄
立
申
候

過
分
之
料

□
□
□
□
□

目
出
度
候

□
□
□
□
ニ
ハ
や

治
郎
右
衛
門
小
□
□
可

申
候

天
文
四
年
十
月

「

  

 
  

の
十
人

□
□
了

　

 

□
□
□　
　
　
　

」

③
〔
右
側
面
6
中
央
部
上
段
〕

山
城
国

八
人

【
左
側
面
】

④
〔
左
側
面
2
背
面
側
〕

い
さ
く
に

も
神
の

ほ
と
け
の

現
し
□
は

□
た
の

む
千
寿

ニ
□
□

⑤
〔
左
側
面
3
背
面
側
半
分
〕

□
□
□

の
□

□
□
□

〔
亭
ヵ〕〔人
ヵ
〕

〔
専
ヵ
〕



―  22 ―

争
同
じ
申
物

ハ
あ
ら
そ
ひ

や
□
□
□

申
物
也

天
文
十
一
年

五
月
八
日

同
行

五
人      

    

⑥
〔
左
側
面
6
背
面
側
上
部
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

慶
□
参
年

伊
勢　
　
　

 

（
馬
の
絵
） 　

 　
　
　
　
　
　
　

奉
読
誦
□
□
廿
三
巻

　
　

 

※
こ
の
面
、
複
数
の
筆
跡
に
よ
る
墨
痕
多
数
あ
り
。
黒
印
跡
も
確
認
で
き
る
。

【
背
面
】

⑦
〔
背
面
1
左
側
面
側
上
部
〕

経
部
様
之

御
下
人

か
た
ミ

久
保
田
ノ

者
也

⑧
〔
背
面
1
中
央
上
部
〕

難
儀

□
□
□
□

申
人
ハ

　

同
行

　

三
人

元
和
五
年

五
月
拾

日　
　
（
花
押
）

　
　

※
「
難
儀
」
の
右
に
一
〇
行
ほ
ど
あ
る
も
、
未
釈
読
。

⑨
〔
背
面
1
右
側
面
側
上
部
〕

秋
田

当
年
□
□

□
て
に
□
□
人
下

や
め
□
□

□
□
に
て
候

一
□
□
□
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□
□
五
年 
し
ふ
や

高
七

⑩
〔
背
面
1
左
側
面
側
下
部
〕

　
　
　
　

辻
□
助
□

か
た
み　

□
□
□
□

□
□
へ　

□
□
□
□

□人
　
　

※　
「
か
た
み
」
の
段
は
左
側
面
側
上
部
か
ら
続
け
て
書
く
。

⑪
〔
背
面
1
中
央
部
下
部
〕

　

天
正
二
拾
年
八
月
十
日

　
　
　
　
　

か
た
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　

か
た
ミ
と
な
れ
や

⑫
〔
背
面
2
〕

□
□
□
□
崎
の
住
ひ
の
小
大
□
松
前
江
駄
下
い
た
す
也
文
禄
三
年
六
月
□
日

　
　
　

※　

横
材
部
分
に
右
か
ら
横
書
き
一
行
で
記
し
て
い
る
。

⑬
〔
背
面
3
左
側
面
側
〕

当
年

  

然

  

□
よ
り

  

申
候　

文
禄
二
年

如
月
五
日

 

え
ち
せ
ん
国
つ
る
か
の
住
人

　
　

長
谷
川
甚
四
郎

　

□
も
う
し
又

　
　
　
　

つ
れ
な
る
も

か
な
し　

 

さ
ぞ
あ
は
れ

　

か
な
し　
　

 

う
き
よ

　
　
　
　
　
　
　

身
な
れ
ば

⑭
〔
背
面
3
左
側
面
側
中
央
部
〕

      

  

 

伊
勢
山
田
□
平

い
せ
や
十
蔵

了
　

九
月
十
二
日

　
　

な
ら　

助
□

　
　

み
の　

源
助

　
　

長
の　

新
十
郎



―  24 ―

　
　

加
　々

勘
十
郎

　
　

い
せ　

  

　
　

同　
　

十
蔵

　

 

七
月

  

　

 

か
た
み

 ⑮
〔
背
面
3
右
側
面
側
〕

同
行
□

文
禄
二
年

九
月
廿
日

  
 

の

  
 

□
の

  
 

 

□ 

□　

  
 

か
た
ミ

□
あ
し

  
 

  
 

  
 

  
 

⑯
〔
背
面
3
右
側
面
側
中
央
部
〕

□
□
物
者

江
州
長
濱

住
人
同
道

〔
右
衛
門
〕

□
〔
大
〕□

□
〔
介
〕  

同　

□
□
□

      

□
□
十
蔵

同
□
□
蔵

  

□
□

  

 

九
月
□
□

⑰
〔
背
面
4
〕

江
州

  

住
人
同
道
三
人

江
州

  
　

村
□
□

　

□
善
吉

か
た
ミ

天
正
十
七
年

 

六
月
□
□

〔
浅
ヵ
〕〔勤
ヵ
〕

〔
名
ヵ
負
ヵ
〕

〔
久
保
ヵ
〕
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「
書
お
く
□

か
た
み
形

見
□　

か
た

ミ　

か
た
ミ

此
□
ふ
人

の
め
い
と

め
す　

所

□
□
新
九
郎

□
□
太
郎
三
郎

書
之
」

　
　
　

※
「
書
お
く
」
以
降
の
部
分
は
、〔
背
面
4
・
5
〕
に
ま
た
い
で
か
か
れ
て
い
る
。

⑱
〔
背
面
5
左
側
面
側
〕

□□
□

□
□
関

住
人    

 
  

 
  

 
  

⑲
〔
背
面
5
右
側
面
側
〕

書
お
く

　
　

も

か
た
ミ

　
　

と

な
れ
や

筆
の  

二　

落
書
の
状
態

　

円
覚
寺
薬
師
堂
内
の
厨
子
外
面
の
落
書
は
、
も
と
も
と
墨
で
書
か
れ
た
も
の
だ

が
、
現
状
で
は
（
背
面
な
ど
ご
く
一
部
を
除
き
）
ほ
と
ん
ど
墨
が
残
っ
て
お
ら
ず
、
墨

で
書
か
れ
た
部
分
が
盛
り
上
が
っ
て
残
っ
て
い
る
た
め
に
、
か
ろ
う
じ
て
文
字
の
痕

跡
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
は
、
本
稿
「
は
じ
め
に
」
で
も
既
述
し
た
よ
う
に
、
板
材

が
風
化
し
て
い
く
過
程
で
、
墨
の
防
腐
作
用
に
よ
り
文
字
の
部
分
が
守
ら
れ
、
風
化

の
ス
ピ
ー
ド
が
遅
く
な
る
た
め
、
文
字
の
部
分
だ
け
が
盛
り
上
が
っ
て
残
り
、
の
ち

に
墨
が
剝
落
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
る
現
象
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
現
象
が
起
こ

る
の
は
、
墨
書
し
た
面
が
長
期
間
に
わ
た
っ
て
外
気
や
太
陽
光
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た

た
め
で
、
す
な
わ
ち
厨
子
の
外
面
に
墨
書
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
う
し
た

現
象
が
も
た
ら
さ
れ
た
。

　

こ
の
場
合
、
墨
が
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
の
で
赤
外
線
カ
メ
ラ
等
に
よ
る
観
察

は
あ
ま
り
意
味
を
な
さ
ず
、
斜
光
に
よ
り
板
材
の
表
面
の
凹
凸
を
浮
き
立
た
せ
た
う
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え
で
、
文
字
の
部
分
を
読
む
こ
と
が
最
も
効
果
的
な
方
法
で
あ
る
。
今
回
の
釈
文
作

成
に
あ
た
っ
て
は
、
主
に
以
前
に
青
森
県
史
編
さ
ん
中
世
部
会
に
よ
っ
て
撮
影
さ
れ

た
斜
光
写
真
等
を
利
用
し
て
解
読
を
行
っ
た
。

　

た
だ
し
、
厨
子
背
面
の
上
部
は
墨
の
残
り
が
よ
く
、
赤
外
線
写
真
に
よ
る
観
察
が

功
を
奏
す
る）

11
（

。
こ
れ
は
、
厨
子
の
上
部
が
屋
根
で
守
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
外

気
や
太
陽
光
等
に
よ
る
風
化
の
影
響
が
少
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

三　

落
書
の
年
代

　

円
覚
寺
薬
師
堂
内
厨
子
の
落
書
に
は
年
号
が
書
か
れ
た
も
の
が
複
数
確
認
さ
れ

る
。
こ
れ
ら
か
ら
、
落
書
が
書
か
れ
た
年
代
と
そ
の
時
期
幅
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
。
以
下
、
落
書
に
書
か
れ
て
い
た
年
号
を
古
い
順
に
拾
っ
て
い
く
と
、
天
文
四
年

（
一
五
三
五
）、
天
文
七
年
（
一
五
三
八
）、
天
文
十
一
年
（
一
五
四
二
）、
天
正
十
七

年
（
一
五
八
九
）、
天
正
二
拾
年
（
文
禄
元
年
、
一
五
九
二
）、
文
禄
二
年
（
一
五
九

三
）、
文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）、
慶
□
参
年
（
慶
長
三
年
と
す
れ
ば
一
五
九
八
）、

元
和
五
年
（
一
六
一
九
）
で
あ
る
。
落
書
の
時
期
は
一
六
世
紀
前
半
の
天
文
年
間
か

ら
一
七
世
紀
初
頭
の
元
和
年
間
ま
で
の
、
お
よ
そ
八
〇
年
間
の
う
ち
に
お
さ
ま
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
に
よ
れ
ば
、
観
音
堂
や
薬
師
堂
に
書
か
れ
た
落
書
は
一
六

世
紀
後
半
―
一
七
世
紀
前
半
の
な
か
に
お
さ
ま
る
事
例
が
多
く
見
ら
れ
る
が）

12
（

、
円
覚

寺
薬
師
堂
内
の
厨
子
の
落
書
は
、
そ
う
し
た
傾
向
よ
り
も
や
や
古
く
、
一
六
世
紀
前

半
頃
か
ら
書
き
始
め
ら
れ
て
い
る
点
は
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
が
何
を
意
味
す
る
の
か

は
、
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

四　

落
書
に
み
え
る
地
名

　

円
覚
寺
薬
師
堂
内
厨
子
の
落
書
に
は
地
名
が
書
か
れ
た
も
の
も
多
く
見
ら
れ
る
。

こ
れ
は
そ
の
地
名
の
住
人
が
円
覚
寺
に
参
詣
し
て
い
る
事
実
を
示
し
て
い
る
。
現
在

判
明
し
て
い
る
限
り
で
は
、「
山
城
国
」、「
伊
勢
山
田
」「
え
ち
せ
ん
国
つ
る
か
」「
秋

田
」「
久
保
田
」「
加
々
」「
江
州
長
濱
」「
江
州
」
等
で
あ
る
。

　

こ
の
な
か
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、「
江
州
長
濱
」（
滋
賀
県
長
浜
市
）
や
「
え
ち
せ

ん
国
つ
る
か
」（
福
井
県
敦
賀
市
）
で
あ
る
。
敦
賀
か
ら
深
浦
へ
は
日
本
海
ル
ー
ト
で

の
移
動
が
想
定
さ
れ
る
が
、
江
州
長
浜
の
住
人
も
、
琵
琶
湖
づ
た
い
に
北
上
し
て
山

越
え
で
日
本
海
の
敦
賀
に
出
て
、
や
は
り
日
本
海
ル
ー
ト
で
深
浦
の
円
覚
寺
に
た
ど

り
着
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
深
浦
は
江
戸
時
代
中
期
（
一
八
世
紀
中
頃
）
以

降
に
北
前
船
の
風
待
ち
湊
と
し
て
栄
え
る
が
、
そ
れ
に
先
立
っ
て
、
日
本
海
側
ル
ー

ト
の
信
仰
の
道
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。

五　

落
書
に
み
え
る
フ
レ
ー
ズ
と
歌

　

円
覚
寺
薬
師
堂
内
厨
子
の
落
書
に
は
し
ば
し
ば
「
か
た
み
か
た
み
」
と
い
う
フ

レ
ー
ズ
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
全
国
的
に
、
一
六
世
紀
後
半
―
一
七
世
紀
前
半
の
観

音
堂
や
薬
師
堂
の
落
書
に
あ
ら
わ
れ
る
定
型
的
な
フ
レ
ー
ズ
で
あ
り）

13
（

、
い
わ
ば
落
書

を
す
る
と
き
に
書
く
べ
き
定
型
表
現
の
一
つ
と
い
っ
て
よ
い
。

　

こ
れ
と
深
く
関
連
す
る
の
が
、「
書
き
置
く
も
か
た
み
と
な
れ
や
筆
の
跡
わ
れ
は

い
づ
く
の
土
に
な
る
と
も
」
と
い
う
歌
で
あ
る
。「
自
分
の
書
い
た
筆
跡
が
か
た
み

と
し
て
残
っ
て
ほ
し
い
。
自
分
が
ど
こ
で
死
ぬ
こ
と
に
な
ろ
う
と
も
」
と
い
っ
た
よ
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う
な
意
味
の
、
出
典
不
明
の
歌
な
の
だ
が
、
全
国
各
地
の
観
音
堂
や
薬
師
堂
に
書
か

れ
た
一
六
世
紀
後
半
―
一
七
世
紀
前
半
の
落
書
に
の
み
登
場
す
る
も
の
で
あ
る）

14
（

。
円

覚
寺
薬
師
堂
内
厨
子
の
落
書
の
な
か
に
も
、
こ
の
歌
の
一
節
を
書
い
た
落
書
が
数
カ

所
確
認
さ
れ
、
当
時
各
地
の
観
音
堂
や
薬
師
堂
を
巡
礼
す
る
人
々
に
共
有
さ
れ
て
い

た
歌
が
、
円
覚
寺
に
お
い
て
も
確
認
さ
れ
た
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
。「
か
た
み
か

た
み
」
の
定
型
表
現
も
含
め
、
円
覚
寺
が
当
時
の
巡
礼
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
な
か
に

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

む
す
び
に
か
え
て

　

以
上
、
深
浦･

円
覚
寺
薬
師
堂
内
厨
子
の
落
書
に
関
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
で

判
明
し
た
事
実
に
つ
い
て
簡
単
に
解
説
を
加
え
た
。
今
後
の
作
業
と
し
て
は
、
ま
ず

は
釈
文
の
さ
ら
な
る
確
定
が
必
要
で
あ
る
。

　

先
に
も
ふ
れ
た
科
学
研
究
費
補
助
金
の
助
成
を
受
け
て
、
本
年
（
二
〇
二
四
）
七

月
九
日
―
十
二
日
に
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
の
中
村
一
郎
氏
、
上
椙
英
之
氏
に
現
地

に
来
て
い
た
だ
き
、
あ
ら
た
め
て
落
書
全
般
に
つ
い
て
写
真
を
撮
り
直
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
。
中
村
氏
に
は
斜
光
カ
ラ
ー
撮
影
と
斜
光
赤
外
線
撮
影
を
、
上
椙
氏
に
は

あ
わ
せ
て
そ
れ
ら
を
も
と
に
し
た
、
ひ
か
り
拓
本
作
成
を
依
頼
し
て
い
る）

15
（

。　

　

今
回
の
撮
影
対
象
落
書
に
つ
い
て
は
、
風
化
に
よ
り
墨
の
あ
っ
た
部
分
が
浮
き
上

が
り
と
し
て
残
っ
て
い
る
も
の
、
わ
ず
か
に
墨
痕
が
残
っ
て
い
る
も
の
、
墨
文
字
が

そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
る
も
の
な
ど
多
様
な
た
め
、
中
村
氏
に
は
カ
メ
ラ
を
変
え
ず
に

カ
ラ
ー
撮
影
と
赤
外
線
撮
影
の
切
替
可
能
な
機
種
を
も
ち
い
て
、
同
じ
斜
光
線
ラ
イ

ト
を
使
っ
て
撮
影
を
実
施
し
て
い
た
た
だ
い
た
。
こ
の
方
法
で
は
木
目
が
風
化
し
て

い
な
い
も
の
に
対
し
て
は
赤
外
線
斜
光
に
よ
り
木
目
を
軽
減
し
、
墨
の
あ
っ
た
部
分

の
盛
り
上
が
り
を
強
調
す
る
こ
と
が
で
き
、
斜
光
カ
ラ
ー
で
は
木
目
が
風
化
し
て
影

が
出
て
し
ま
い
が
ち
な
場
合
に
は
赤
外
線
よ
り
も
見
や
す
く
な
る
傾
向
が
あ
る
。
今

後
は
そ
れ
ぞ
れ
の
画
像
を
見
比
べ
な
が
ら
見
や
す
い
も
の
を
選
ん
で
釈
読
を
進
め
る

こ
と
に
な
る
。

　

さ
ら
に
本
年
三
月
の
予
備
調
査
の
段
階
で
、
中
村
氏
か
ら
、
ひ
か
り
拓
本
の
技
術

を
援
用
す
る
と
さ
ら
に
良
質
の
写
真
が
得
ら
れ
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
、
本
年
七
月

に
上
椙
氏
に
ひ
か
り
拓
本
作
成
を
お
願
い
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
奈
文
研
の
写
場
で

行
っ
て
い
る
赤
外
線
画
像
と
ひ
か
り
拓
本
画
像
を
ず
れ
な
く
合
成
す
る
手
法
を
試
す

た
め
、
Ｏ
Ｍ
デ
ジ
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
（O

M
D
S

）
か
ら
Ｉ
Ｒ
撮
影
と
通
常
光

撮
影
が
可
能
なE-M

1X
_IR

を
借
り
て
き
て
調
査
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
中
村
氏

か
ら
は
撮
影
結
果
を
送
付
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
そ
れ
を
用
い
た
ひ
か
り
拓
本

に
つ
い
て
は
、
上
椙
氏
の
作
業
に
な
お
相
当
の
時
間
を
要
す
る
よ
う
で
あ
る
。

　

中
村
氏
か
ら
い
た
だ
い
た
フ
ァ
イ
ル
を
拝
見
す
る
と
、
釈
読
の
精
度
が
向
上
す
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
。
本
年
七
月
の
調
査
で
は
、
新
た
に
黒
印
や
立
派
な
馬
の
絵
の

存
在
も
発
見
さ
れ
た）

16
（

（
前
掲
釈
文
に
一
部
反
映
さ
せ
て
い
る
。
な
お
黒
印
が
集
中
す
る
の
は

正
面
扉
部
分
で
あ
る）
17
（

）。
新
た
に
撮
影
さ
れ
た
写
真
や
ひ
か
り
拓
本
が
届
け
ば
、
今
後

さ
ら
に
精
緻
な
釈
文
を
作
成
し
、
厨
子
の
落
書
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
し
、
考
察
を

深
め
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
今
回
は
、
ま
ず
円
覚
寺
薬
師
堂
内
厨
子
の
落
書
の
存

在
を
地
元
や
学
界
に
早
期
に
紹
介
す
る
必
要
性
を
感
じ
て
、
速
報
的
に
お
伝
え
し
た

次
第
で
あ
る
。

　

な
お
本
稿
は
「
は
じ
め
に
」
と
「
む
す
び
に
か
え
て
」
を
小
口
が
執
筆
し
、
一
を

執
筆
者
全
員
参
加
に
よ
る
検
討
会
の
成
果
を
踏
ま
え
て
三
上
が
成
稿
後
、
武
井
が
補



―  28 ―

訂
し
（
落
書
の
存
在
位
置
を
示
す
番
号
の
、
図
面
へ
の
挿
入
も
武
井
が
担
当
し
た
）、
二
―

五
を
三
上
が
執
筆
し
、
そ
の
上
で
小
口
が
全
体
の
表
記
の
統
一
を
は
か
っ
た
も
の
で

あ
る
。

註（
1
）「
薬
師
堂
」
と
さ
れ
な
が
ら
、
厨
子
内
に
は
薬
師
如
来
が
存
在
し
な
い
こ
と
に
つ

い
て
は
、『
青
森
県
史
』
文
化
財
編
美
術
工
芸
「
第
二
章
第
二
節　

中
世
の
造
形
」

3
「
円
覚
寺
薬
師
堂
内
厨
子
の
仏
像
」（
青
森
県
、
二
〇
一
〇
）
参
照
。

（
2
）『
青
森
県
史
』
資
料
編
中
世
3
（
青
森
県
、
二
〇
一
二
）。

（
3
）
円
覚
寺
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
海
浦
義
観
『
陸
奥
津
軽
深
浦
沿
革
誌
』（
深
浦
保

勝
会
、
一
八
九
八
）、
豊
島
勝
蔵
『
深
浦
澗
口
観
音
古
文
書
』（
西
北
刊
行
会
、
一
九

八
五
）
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
『
深
浦
町
史
』
上
（
深
浦
町
、一
九
七
七
）、『
同
』
下
（
同

前
、
一
九
八
五
）
等
に
も
記
載
が
あ
る
。

（
4
）
い
ず
れ
も
『
青
森
県
史
』
資
料
編
中
世
４
（
青
森
県
、
二
〇
一
六
）
に
掲
載
。

（
5
）
当
寺
に
は
、
国
指
定
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
「
円
覚
寺
奉
納
海
上
信
仰
資
料
」
が

存
在
す
る
が
、
船
絵
馬
を
調
査
に
訪
れ
た
横
浜
市
歴
史
博
物
館
に
よ
っ
て
も
、
墨
書

が
一
番
鮮
明
に
残
る
部
分
に
つ
い
て
赤
外
線
撮
影
が
な
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
そ
の
釈

文
等
が
同
博
に
よ
っ
て
公
表
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

（
6
）『
朝
日
新
聞
』
夕
刊
（
東
京
本
社
版
）
二
〇
二
一
年
一
月
二
十
二
日
付
他
。
文
化

庁
文
化
財
調
査
官
（
当
時
）
の
黒
板
貴
裕
氏
が
「
建
設
当
初
の
古
い
時
代
の
墨
書
が

壁
一
面
に
あ
れ
だ
け
書
い
て
あ
る
の
は
珍
し
い
」
と
の
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
て
い
る
。

ま
た
三
上
喜
孝
も
当
時
一
般
の
寺
院
落
書
を
踏
ま
え
て
の
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
て
い

る
。

（
7
）『
東
奥
日
報
』
二
〇
二
一
年
五
月
十
日
付
。
こ
の
落
書
に
つ
い
て
は
滝
尻
善
英
氏

が
精
力
的
に
検
討
を
進
め
て
い
る
。
同「
形
見
の
ら
く
が
き
」①
―
⑥
、『
東
奥
日
報
』

二
〇
二
一
年
五
月
十
二
日
―
十
九
日
、
同
「
八
戸
清
水
寺
観
音
堂
の
「
形
見
の
歌
の

ら
く
が
き
」
に
つ
い
て
」『
東
奥
文
化
』
九
三
、
二
〇
二
二
。

（
8
）
前
掲
註
（
5
）
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、当
寺
に
は
「
円
覚
寺
奉
納
海
上
信
仰
資
料
」

が
あ
り
、
そ
の
中
心
と
な
る
も
の
が
船
絵
馬
で
あ
る
。
船
絵
馬
に
つ
い
て
詳
細
な
報

告
は
お
そ
ら
く
な
さ
れ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
国
の
有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

さ
れ
た
時
の
デ
ー
タ
（
福
井
敏
隆
・
外
崎
純
一
作
成
）
を
も
と
に
し
た
も
の
が
註

（
3
）
前
掲
『
深
浦
町
史
』
下
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
五
〇
四
〜
五
〇
九
頁
）。
船

絵
馬
と
落
書
に
見
え
る
地
名
は
、
深
浦
を
中
心
と
し
た
宗
教
を
含
む
日
本
海
交
流
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
示
す
も
の
で
、
本
科
研
の
趣
旨
に
も
よ
く
合
致
す
る
貴
重
な
史
資

料
と
な
る
。

（
9
）
三
上
喜
孝
『
落
書
き
に
歴
史
を
読
む
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
四
。
こ
の
時
期
の

寺
社
に
書
か
れ
た
落
書
は
、
全
国
各
地
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
お

り
、そ
の
背
景
に
は
観
音
信
仰
な
ど
に
も
と
づ
く
巡
礼
の
盛
行
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。

（
10
）
深
浦
円
覚
寺
薬
師
堂
内
厨
子
保
存
図
、
図
面
番
号
一
七
二
―
一
七
五
、
原
図
は
縮

尺
1
／
8
、
画
像
提
供
元
は
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
。

（
11
）
前
掲
註
（
5
）
で
触
れ
た
横
浜
市
歴
史
博
物
館
の
赤
外
線
撮
影
は
、
こ
の
部
分
に

つ
い
て
行
わ
れ
て
い
る
。

（
12
）
三
上
註
（
9
）
前
掲
書
。

（
13
）
三
上
註
（
9
）
前
掲
書
。

（
14
）
三
上
註
（
9
）
前
掲
書
。

（
15
）
ひ
か
り
拓
本
と
は
、
上
椙
氏
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
手
法
で
、
様
々
な
角
度
で
光

を
照
射
・
撮
影
し
て
で
き
た
影
か
ら
、
画
像
を
合
成
す
る
画
期
的
な
技
術
で
あ
る
。

奈
良
文
化
財
研
究
所
「
ひ
か
り
拓
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
参
照
。

 
https://w

w
w
.nabunken.go.jp/research/hikataku.htm

l

（
16
）
三
上
註
（
9
）
前
掲
書
に
よ
れ
ば
、こ
れ
ま
で
花
押
の
存
在
は
知
ら
れ
て
い
た
が
、

黒
印
の
存
在
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
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（
17
）【
正
面
】
1
右
側
面
側
、
同
3
右
側
面
側
、
同
4
右
側
面
側
等
。　

〔
謝
辞
〕
円
覚
寺
薬
師
堂
内
厨
子
の
調
査
・
撮
影
に
あ
た
っ
て
は
、
海
浦
由
羽
子
氏

を
は
じ
め
と
す
る
同
寺
の
み
な
さ
ま
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
現
地

で
の
作
業
に
あ
た
っ
て
は
、
深
浦
町
教
育
委
員
会
の
伊
東
信
氏
、
青
森
県
史
編
さ
ん

グ
ル
ー
プ
（
当
時
）
の
古
川
淳
一
氏
、
青
森
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
の
伊
藤

由
美
子
氏
ら
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
八
戸
市
清
水
寺
の
落
書
に
つ
い
て

は
、
滝
尻
善
英
氏
か
ら
情
報
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
末
尾
な
が
ら
厚
く
謝

意
を
表
し
ま
す
。

（
お
ぐ
ち
・
ま
さ
し　

法
政
大
学
教
授
）

（
み
か
み
・
よ
し
た
か　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
教
授
）

（
た
け
い
・
の
り
こ　

日
本
大
学
教
授
）

（
ふ
く
い
・
と
し
た
か　

弘
前
大
学
國
史
研
究
会
副
会
長
）

（
た
き
も
と
・
ひ
さ
ふ
み　

弘
前
大
学
教
育
推
進
機
構
特
任
教
授
）


